
　東京学芸大学では、新たに「東京学芸大学こどもの学び困難支援センター」を開所しました。
　本センターは、貧困、虐待、不登校などにより学びが困難となっているこどもたちの課題解決に向けて、
全国の教育福祉機関・団体等と連携しながら実践研究を進め、すべてのこどもに学びが保障されるため
の教育協働や教員・教育支援者養成の在り方を検討していくこととしています。
　本公開研究会では、その設立にあたり、学びの困難に直面しているこどもたちの実情と教育現場に求め
られる課題について、最先端の研究や実践からご報告いただき検討を深めます。

主催：東京学芸大学こどもの学び困難支援センター
共催：東京学芸大学コンソーシアム型研究開発プロジェクト

オンライン開催　参加費：無料

＜問い合わせ先＞
　東京学芸大学こどもの学び困難支援センター　ccss@u-gakugei.ac.jp　042-329-7921

【第１回】11月24日（水）18：00～20：00　
被虐待児の抱える「学び困難」と学校への期待
　基調講演：増沢高先生（子どもの虹情報研修センター研究部長）
　実践報告：野田満由美（東京学芸大学こどもの学び困難支援センター客員准教授）

【第２回】12月22日（水）18：00～20：00
不登校のこどもの「学び困難」とその支援
　基調講演：野田正人先生（立命館大学名誉教授）
　実践報告：森崎晃（東京学芸大学こどもの学び困難支援センター客員准教授）

【第３回】1月26日（水）18：00～20：00
貧困を背景とするこどもの「学び困難」と地域社会
　基調講演：本村真先生（琉球大学教授・一般社団法人大学コンソーシアム沖縄子どもの居場所学生ボランティアセンター長）
　実践報告：神谷康弘（名護こども食堂）

申し込みフォーム


